










要約:小児がんの患児家族、ならびに医療関係者の在宅ターミナル・ケアについての理解

は十分ではない。在宅ターミナル・ケアを経験した 11 患児家族を対象にその実際につい

て、聴き取り調査を行った。在宅ターミナル・ケアを支えた条件の中で、もっとも重要な

点は、家族側の強い意志・意欲と、家族が主体的に確保した医療の支援である。更に在宅

ターミナル・ケアが、患児のみらず、家族にとって有意義であることが分かった。


